
【令和５年度重点目標「目標に向かって、最後まで粘り強く取り組む生徒」】

令和６年２月２８日発行＜第１０号＞：南相馬市立石神中学校長

Ｉｓｈｉｇａｍｉ × Ｒｏｓｓｅｔｔ 2024
３８年続く、イギリス・ロセット校との姉妹校交流！

本校は、イギリス・ハロゲイト（Harrogate）にある「ロセット・スクール（Rossett Schoo

l）」と姉妹校交流を行っています。

その歴史は古く、昭和６２年（１９８７年）に英国羊毛公社の後援と読売新聞社の仲介、当

時の原町市長の立ち会いにより姉妹校連盟を締結してから、今年で３８年となります。英国の

騎士道精神と日本の武士道精神が、国を超えて共通するものとして姉妹校締結のきっかけとな

ったとのことです。ご存じの通り本校の制服はトレーナー型であり、ブレザー型が多くなった

日本の学校のなかではとても珍しいですが、その理由のひとつにこの姉妹校交流が関係してい

ると聞いたことがあります。

ここ数年は、コロナ禍の影響等により、実際の訪英も訪日も自粛していましたが、その間も、

手紙等のやりとりによる交流は続けていました。今年も希望する生徒による交流について呼び

かけたところ、とてもたくさんの生徒が参加してくれました。

ご来校ありがとうございました
～ 授業参観・ＰＴＡ全体会 ～

２／２７の授業参観・ＰＴＡ全体会には、平日にもかかわら

ず、多くの保護者の皆様にご来校いただきありがとうございま

した。

廊下にも人があふれた授業参観、その後の全体会・学年Ｐに

も多くの保護者の姿。これらを、本校教育への高い関心の表れ

と捉え、今後一層、充実した教育を展開していかねば！と職員

一同、気を引き締めたところです。



学校評価の結果について
～ 次年度の学校運営に生かします ～

・ 生徒・教職員共通の合い言葉「い・し・が・み」

「い」 保護者８５．１％（１６．４％） 生徒７９．０％（３０．４％）

「し」 保護者８６．５％（３４．４％） 生徒９４．２％（６８．８％）

「が」 保護者９２．６％（２３．５％） 生徒７７．５％（３５．５％）

「み」 保護者７０．３％（１３．４％） 生徒７７．６％（３７．０％）

→ 「い」と「み」が課題か。

※ 「生徒は、学ぶ意味や学び方を理解して学習に取り組み、苦手な分野の克服に努

力している。」７２．１％（１１．８％）

→ 「２学期制」で良い変化が生まれるようにしたい！

・ 本校の生徒の、よくできているところ ／ 身につけさせたいところ

「他人との協調・協力」 41.2％ ／ 7.4％

「思いやり・温かい心」 30.9％ ／ 39.7％

「感謝する心」 4.4％ ／ 22.1％

「善悪の判断」 13.2％ ／ 30.9％

「夢や目標に向けた努力 14.7％ ／ 29.4％

・ 「学校は、基本的な生活習慣（挨拶、言葉遣い、服装、遅刻等）の育成に取り組んでい

る。」９１．２％（３０．９％）

→ 一方で、「数年前と比べると、挨拶をしない印象」という意見も。

嬉しい知らせも続々と！

第１１回管打楽器ソロコンテスト

相双・県北(・会津)地区予選大会

最優秀金賞！ （３６名中ただひとり！）
１年生の武田くんが、「最優秀金賞」を受賞したことを報告

に来てくれました。３６名の参加者がいた中でただひとりと

いうことでしたが、「満点ではないので、これからもっと頑張

ります！」と、意気込んでいました。

３／１０の県大会に出場です！おめでとう！

第１８回全国中学生空手道選抜大会
こちらも１年生の佐藤くんが、全国大会に

出場です。先日行われた予選を勝ち抜き、出

場権を獲得しました！おめでとう！

全国中学生人権作文コンテスト「学校賞」

全国中学生人権作文コンテストの「学校賞」として、感謝状を贈呈し

ていただきました。

この賞は、ここ数年間における継続した人権作文コンテ

ストへの取組に対し贈られるものです。


